
 

 

 

 

 

 初夏の風もさわやかな季節となりました。新型コロ

ナウイルス感染症が５類に移行したことにより、コロ

ナ禍前の学校生活へほぼもどり、学校行事も予定どお

り実施することができています。６月は校外学習やプ

ール掃除など行事が多くなります。あわただしくなり

ますが、充実した学習になるよう支援したいと思いま

す。ご家庭でも様子を聞いていただけると幸いです。 

 

◇入学おめでとうの会(5/18)  

２年ぶりの１年

生歓迎会でした。

会の進行や準備

を６年生中心に

３～５年生もそ

れぞれに役割を

もって進めまし

た。１年生も小学校の生活に慣れてきた頃ですが、１

年生のうれしそうな顔から、いっそうつながりを深め

ることができたと思いました。これからも、さまざま

な活動を通して、「ファミリー西栗栖」のきずなを深め

ていきたいです。  

 

◇朗読会(オープンスクール)(5/25) 

１年生は一部動作

を取り入れての朗

読。入学して２か

月弱でしたが大き

な声で堂々と読み

ました。３年生は

お話の続きを自分たちで考えたオリジナルを披露しま

した。４年生は動作と抑揚を工夫。５年生は登場人物

になりきって。６年生は基本的に暗唱で、はきはきし

た語り口調。学年の個性を出した朗読会になりました。 

 各学年の朗読教材  

１年 はなのみち、他   ３年 きつつきの商売 

４年 せりふの工夫、他  ５年 カレーライス 

６年 天地の文 

 

 

昨年度の６年生が、社会科を中心に「SDGｓ」について

学習しました。SDGｓとは、「Sustainable Development Goals」

の略で「持続可能な開発目標」と訳されます。2015 年に

国連が定めた 2030年までの目標です。SDGsの内容はどれ

も人権がベースにあり、17 のゴール（裏面参照）から構

成されています。子どもたちは、「貧困」「ジェンダー」「飢

餓」「不平等」「海洋資源」をテーマに選び、現状を調べ、

自分たちがなすべきことについて考えたことをまとめま

した。 

日本の中だけでは気づかないことが多くあります。自

分の当たり前・普通が、他の人にとってはそうでないとい

うことも多くあります。違いを認め、相手を思いやり、共

に生きるために必要なことを考え、同じ世界に住む「世界

人」として行動することが大切です。また、私たちが生き

ていくためには、健康な生活が保障されなくてはいけま

せん。しかし、さまざまな面で、このままでは立ち行かな

くなる要素が数多くあります。私たちの命が今あるよう

に、これから生まれてくる多くの命へつなげていくこと

が、私たちに課せられた義務であり、未来への約束だと思

います。そのためにも SDGｓに掲げられた目標を一つでも

多く心がけて行動したいものです。 

 

【 ６月の主な行事 】 

 ２ 金 田植え(３・４年)、移動図書館 

 ６ 火 全校朝会、委員会活動 

 ９ 金 西はりまクリーンセンター見学（４年） 

１３ 火 プール掃除 

１６ 金 避難訓練 

１９ 月 食肉センター見学（５・６年） 

２０ 火 クラブ活動 

２２ 木 水泳開始 

２３ 金 海に学ぶ体験学習（４年） 

３０ 金 参観日、CPR講習会、学校評議員会 

     ５年自然学校・６年修学旅行説明会 

      PTA委員会 
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